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産業経済局 次世代産業推進課
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⇒ 東南アジアの主要国として、経済成長を続ける。

穏やかな国民性で、親日国としても知られる。

大手日系企業も多数進出をしている。（バンコク日本人商工会議所会員：約1,600社）
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タイ 東南アジア進出のゲートウェイ

首都バンコクと福岡は直行便で約6時間

面積 約51万 （日本の1.4倍）
人口 約6600万人
時差 日本時間 -2時間
首都 バンコク（約600万人）
経済成長率 1.6%
一人当たりのGDP 約7,800ドル
言語 タイ語

平均年齢 38歳 （日本：48歳）
宗教 95%の国民が仏教

タイ王国

出典：JETRO HP（2021年時点）



パンヤピワット経営大学（ＰＩＭ）
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大学概要
設 立 ２００７年６月
設立者 ＣＰオール
学部数 工学部等 １０学部
生徒数 約１４，０００人
所在地 ノンタブリー県

（バンコク首都圏）

特 徴 企業へのインターンシップなどの実習を
通じ社会で活躍できる実践的な人材育成

ＣＰグループ
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CPグループ：タイ最大の民間企業グループ
売上高 約1兆5000億バーツ（約5兆円）
従業員 約30万人
世界１００か国以上で商品を販売

農業食品部門
（ＣＰフーズ）

小売流通部門
（ＣＰオール）

通信部門

（true）

セブン
イレブン

ＰＩＭ

北九州市とCPグループの
つながりを生かす 



【目 的】 ものづくり関連企業の人手不足に対応
タイでのビジネス展開を推進するための人材を育成

【事業開始】 平成３０年度 （令和５年度で６年目となる）
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タイPIMと連携したインターンシップ事業

優秀な外国人社員を採用することにより、
社内の多様性確保、活性化につながる！

地域企業とPIM学生とのマッチング

インターンシップ

就職

【事業の流れ】

これまでのインターンシップ受入実績
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インターンシップに参加した33名中28名が
北九州地域の企業に就職決定 

年度 受入企業数 参加学生数

H30 4社 5名

R1 6社 7名

R2 6社 6名

R3 4社 8名

R4 3社 7名

合計 延べ23社 延べ33名

受入実績企業
㈲ICS SAKABE
アスカコーポレーション㈱
石川金属工業㈱
㈱オーネスト
九州鉄道機器製造㈱
計測検査㈱
㈱ケーメック
小倉鉄道㈱
JMACS㈱
㈲第一製作所
㈱タイヨウ
㈱ドーワテクノス
㈱ヘッズ
㈱八幡電機精工
㈱リョーワ
㈱ワークス 以上、16社（50音順）
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6 7月

インターンシップの全体の流れ
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8 9月 10月頃 10月 2月 3月

約4か月大学との協定
締結手続き含む

6月 6~7月頃 8月頃

特定活動ビザ（インターンシップ）
技術・人文知識・国際
業務ビザ

8

月 火 水 木 金 土 日

AM
企業
での

研修

高専

研修 企業
での

研修
休日

PM 日本語
研修

その他、夕刻に日本語教室への参加など日本語トレーニングを実施

インターンシップ生の一週間
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住居 北九州市内のシェアハウス等
（インターンシップ生共通、
受入企業の事業所所在地等を考慮して決定）

インターンシップ生の一日（例）

出
勤 研 修 研 修 退

勤
日
本
語

学
習

昼
休
み

9:00 12:00 17:00 20:00

通勤 各自公共交通機関を利用して、通勤
（事業所所在地によっては応相談）

日本語学習 ボランティアの教室等も活用
社内でも積極的な日本語での声かけをお願いします 
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企業での取組み
・IoTシステムのユーザーインターフェース

設計・プログラミング

・新規導入のロボットの立ち上げ

・３D・CADを利用した製品設計

・AIを活用したアプリの研究・開発

・海外の工場などの市場調査・研究

インターンシップでの取組事例

高専での取組み
・学習用キットを活用したAIプログラムの開発
・高専学生との交流プログラム

企業での研修

高専での研修
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学生負担経費
・ビザ取得にかかる経費

・渡航時往復航空券代

・宿舎入居時礼金等の負担

・インターンシップ報酬

・通勤手当等諸手当

・健康保険・厚生年金等
社会保険及び労災保険

インターンシップ生受入にかかる経費

企業負担経費

・渡航準備費
（タイでの出国に
関する手続き費用等）

・滞在費
（家賃、食費等）

令和4年度前からとの変更点

優秀な人材確保のため、ご検討をお願いします。
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≪事業運営≫
・タイPIMとの連絡調整
・市長との面会、成果報告会などのイベント実施 など

≪入国手続き関連≫
・インターンシップ生入国手続の支援、支援機関の紹介

≪インターンシップ生の研修支援≫
・入国時オリエンテーション（住居、各種手続き含む）
・日本語教育の手配・フォロー
・生活・研修全般の個別フォロー

≪就職時≫
・行政機関からの支援施策の情報提供・支援機関の紹介

インターンシップ受入にかかる市の支援
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※手続きは、各社の状況、制度の動向等により、大きく異なることが
あります。あくまでイメージです。

就職決定後の手続き（イメージ）
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① 実践的な教育を受けた優秀な学生が参加。
日本語能力の向上も早い。

② 社内の多様性が広がる。
会社の活性化、生産性向上へつながる。

③ 外国人社員の個性を生かした業務。
将来的な海外展開の足掛かりに。

まとめ インターンシップ参加のメリット


